




要約:C100-3 抗体陽性の母親から出生した児 13 例について prospective study を行った。

肝機能障害は 2例に認められたが、このうち 1例は生後 2～26か月まで持続し、母児とも

HCV-RNA が検出された(いずれも typeⅡ)。他の 1例は母親の HCV-RNA は陽性であったが児

は陰性であった。症例数、経過観察期間がまだ充分ではなく今後の検討を要するが、HCV

の母子感染の頻度は HB よりは低いことが示唆された。 


